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１．労働時間に関する法令の遵守の必要性について 

トラック運送事業に対しては、労働時間のルール（労働基準法及び改善基準告示） 

が定められており、違反すると営業停止等の行政処分などが課されます。 

この労働時間のルールを遵守することが、労働環境の改善に繋がり、ひいては、

ドライバー確保に大きく寄与することとなります。 

このため、荷主の皆様におかれては、①非合理な到着時間の設定、②手待ち時間 

の恒常的な発生、③遅延に対する過大なペナルティ等を行わないようにご留意くだ 

さい。 

 

２．荷主勧告制度と荷待ち時間の記録義務付けについて 

国土交通省においては、トラック運送事業者の法令違反や重大事故が、荷主の指 

示などの主体的な関与によるものと認められる場合は、荷主名を公表する荷主勧告 

制度の運用を見直し、荷主に対し、早期に協力要請を行うなどの新たな運用を今年 

７月１日から開始しました。 

併せて、トラックドライバーの荷待ち時間削減と適正取引構築のために、荷主都 

合による３０分以上の荷待ち時間を乗務記録の記録対象としました。 

 

３．適正運賃・料金収受について 

国土交通省においては、「標準貨物自動車運送約款」を改正し、今年１１月４日か 

 ら、運送（運賃）と運送以外の役務に対する料金（待機時間料、積込料、取卸料、 

 附帯業務料）の範囲を明確化し、運賃が運送の対価であることを明確にしました。 

この改正に基づき、それぞれの対価となる料金が適切に支払われるよう取り組ん 

でいます。 

 

４．契約の書面化について 

  国土交通省においては、運送契約の書面化を進めています。 

契約の書面化により、輸送形態や発着時間等が明確化され、過労運転等のコンプ 

ライアンス違反を防止することができるとともに、契約にない附帯業務の防止等、

現場でのトラブルを回避できます。 

  特に、待機時間料、積込料、取卸料、附帯業務料を明確にすることで、適正な運 

賃及び料金の支払と収受ができるようになります。 


